
現
状
と
課
題

生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化

を
予
防

　
平
成
30
年
の
健
康
寿
命
は
、
男
性

で
79
・
3
年
、
女
性
で
83
・
6
年
と
な
っ

て
お
り
、
横
ば
い
・
微
増
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。
死
因
別
死
亡
割
合
に
占
め

る
生
活
習
慣
病
（
が
ん
、
心
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
な
ど
）
の
割
合
は
、
依
然
と

し
て
半
数
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
適
度
な

運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
な

ど
に
よ
り
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
個
人
・
地
域
で
の
健
康
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、

重
症
化
予
防
に
向
け
た
保
健
事
業
の

充
実
、
各
種
健
診
の
受
診
率
向
上
な

ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

感
染
症
へ
の
備
え

　
感
染
症
予
防
に
向
け
て
は
、
市
民
に

正
し
い
知
識
等
の
情
報
を
発
信
し
て
い

く
と
と
も
に
、
予
防
接
種
率
の
向
上
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
の
体
制

を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
は
、
国
・
大

阪
府
と
連
携
し
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
に

適
切
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

健
康
・
医
療
の
ま
ち
づ
く
り

　
摂
津
市
と
吹
田
市
の
両
市
に
ま
た

が
る
北
大
阪
健
康
医
療
都
市
（
健
都
）

で
は
、
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
先
進
的
な
健
康
・
医
療
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

健
都
の
関
係
機
関
と
連
携
し
た
予
防

医
療
や
健
康
づ
く
り
の
取
組
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
北
摂
地
域

は
大
阪
府
内
で
も
比
較
的
医
療
体
制

が
充
足
し
て
い
ま
す
が
、
一
次
・
二

次
・
三
次
救
急
を
含
め
た
広
域
的
な
医

療
体
制
の
充
実
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
が
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
、

ま
た
、
各
医
療
機
関
の
役
割
に
応
じ
て

適
切
に
受
診
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

情
報
発
信
が
必
要
で
す
。

❼-5

健
康

福祉

摂津市

市民がともに支え合い、まちごと元気に健康で心豊かに生活でき

る活力のあるまちの実現をめざします。

分野
計画

基本
方向

健康寿命

悪性新生物SMR
（標準化死亡比）

目標値（令和7年度）基準値重要業績評価指標

男性　79.3年
女性　83.6年
（平成30年）

男性　114.0
女性　108.5

（平成25～29年）

平均寿命の延びを
上回る延伸

100未満

日常生活で歩行または同等の
身体活動を１日１時間以上

実施している人の割合

男性　60.2％
女性　57.4％

男性　65.0％
女性　62.0％

指標（KPI）

まちごと元気！

健康せっつ21

生活習慣病の早期発見・重症化予防

●がん検診の推進

●特定健診・特定保健指導の推進

●循環器疾患対策の推進

●糖尿病対策、慢性腎臓病（CKD）対策の推進

生活習慣の改善

●栄養・食生活 ●運動・身体活動、社会環境

●休養・睡眠

●こころの健康 ●喫煙 ●飲酒

●歯と口の健康 ●母子保健

健康・医療のまちづくり

●病診連携

●地域医療の向上

●感染症予防

誰もが安心していきいきと暮らすことができるまちにします暮らしにやさしく笑顔があふれるまち
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